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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、建物建設に伴う平安京跡・西ノ京遺跡の発掘調査について調査成果を報告い

たします。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示賜ります

ようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました多くの関

係各位に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

令和元年11月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 平安京跡・西ノ京遺跡　（京都市番号　18Ｈ358）

２	 調査所在地	 京都市中京区西ノ京南上合町46番地

３	 委　託　者	 株式会社	菊水製作所　代表取締役　島田理史

４	 調	査	期	間	 2019年５月14日～2019年６月６日

５	 調	査	面	積	 174㎡

６	 調査担当者	 近藤章子

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「花園」・「山ノ内」を参考

にし、作成した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺	物	番	号	 通し番号を付し、写真番号も同一とした。

13	 本	書	作	成	 近藤章子

14	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

（調査地点図）
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平安京右京二条二坊十二町跡・西ノ京遺跡

１．調査経過
この調査は、京都市中京区西ノ京南上合町46番地、株式会社菊水製作所内で実施した新社屋建

設に伴うものである。調査地は、平安京右京二条二坊十二町の西寄りに位置し、調査区西半部は野

寺小路に推定される。また、平安京以前の西ノ京遺跡の範囲に含まれる。西ノ京遺跡は、おおよそ

北は丸太町通、東は西大路通東側、南は六角通、西は西小路通に囲まれた南北1.2㎞・東西0.8㎞の

範囲に広がる遺跡で、遺構の検出は少ないものの旧石器時代から古墳時代の遺物が出土している。

今回の調査地は京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以下「文化財保護課」とい

う）により３箇所のトレンチで試掘調査が実施され、平安時代から中世の遺構が確認されたため、

発掘調査の指導がなされた。

調査は、文化財保護課の指導の下、公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所が担当した。

これまでの調査により、調査地の二条大路以南では、野寺小路は平安時代後期に河川が掘削され
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図１　調査位置図（１：2,500）



ている（野寺小路川）ことが判明している。

今回の調査でも野寺小路側で同様の遺構の検

出が見込まれた。

調査は、場内で残土処理を行うため反転調

査とした。2019年５月14日から調査区西半

の調査を開始し、西半調査を終了後、調査区

東半と西側の拡張区の調査をすすめた。西側

拡張区は野寺小路川の有無を確認することを

目的としたものである。６月６日にはすべて

の調査を終了した。

なお、調査期間中の５月29日には、菊水製

作所社員を対象とした調査状況についての説

明会を実施し、約50名の参加があった。

調査では、平安時代末期の野寺小路東側溝

や掘立柱建物などを検出した。また西拡張区

には、野寺小路川の痕跡は見られなかった。
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図５　作業状況（西から） 図６　社内説明会（北から）

図２　調査区配置図（１：1,000）

図３　調査前全景（西から） 図４　作業状況（西から）



２．位置と環境

（１）歴史的環境と立地

調査地は京都盆地の北西部に位置する。京都盆地はいくつかの扇状地によって構成されるが、調

査地は紙屋川（天神川）の形成した扇状地上に立地している。紙屋川扇状地の扇頂部標高は約90

ｍ、扇端部標高は約30ｍであり、端部に近い所に当たる。調査地の標高は約37.5ｍである。紙屋川

は右京区鳴滝の沢山を源流とし、鷹ヶ峯台地を東へ回り込み、京都盆地西部を南流して、西ノ京円

町を経て流れを西に変え太秦の南東で御室川に合流した後、再び南流し吉祥院で桂川に合流する。

現在のこの河道は、昭和10年（1935）の京都大洪水の後に付け替えられたものである。紙屋川は、

平安京造営時に掘削された西堀川に流れを取り込まれ、京内の運河兼排水路となる。しかし、西堀

川は平安時代中期には埋没し、西側に道祖大路川が掘削され、さらに野寺小路川が掘削されるが、

野寺小路川も14世紀には埋没する。そして15世紀以降、天井川となった紙屋川は、円町付近から

流れを南西に小さく変えた後、再び南流していた。今回の調査地は流れが南西に小さく変わる箇所

の南東に当たる。

（２）既往の調査

今回の調査地である右京二条二坊十二町及び十三町では、これまでの発掘調査例はなく、試掘調

査、ガス・水道管などの道路における埋設や宅地における建設工事などに対する立会調査が主な

調査例である。今回の調査成果に関わる調査例として、野寺小路と二条大路、西堀川小路周辺の主

要な調査を取り上げた。西堀川小路が10世紀に埋没した後、野寺小路の道路部分には河川（野寺小

路川）が掘削されている。

周辺調査では、主に平安時代前期から後期の遺構を中心として、鎌倉時代から江戸時代までの遺

構・遺物が検出されている。特に調査34では平安時代中期前半の庭園を有する１町規模の邸宅

（斎王邸）の全容が明らかとなった。平安時代以前の西ノ京遺跡に関する遺構・遺物は散見される

ものの、ごく少量で、遺跡としてまとまった成果は見られない。

西ノ京遺跡（平安時代以前）

二条二坊十一町の調査８では、縄文時代の石器、弥生時代の石鏃・弥生土器を検出している。三

条二条十町の調査20では、古墳時代の溝・土坑を検出している。それ以外の調査でも旧石器から

縄文時代の石器や縄文土器、弥生土器、古墳時代の土器などが出土している。

平安京跡

二条二坊十二町・十三町　今回の調査と同敷地内の調査38では、平安時代末期や鎌倉時代の遺

物包含層を検出している。調査10は平安時代後期の園池や掘立柱建物を検出している。調査12は

平安時代中期の柱穴や井戸を検出している。いずれも試掘調査である。調査37では平安時代中期

の包含層を検出している。

－3－



野寺小路　二条二坊九町から十六町

にかけての調査14で、野寺小路西側溝

を検出している。三条二坊十四町の調査

24、十五町から十六町にかけての調査

33では西側溝、調査25では東西両側溝

を検出している。いずれも平安時代前期

から中期の遺構である。また、調査24・

25・33では、平安時代後期には野寺小

路の路面部分が南流する水路となって、

鎌倉時代から室町時代初頭までには埋

没していたことが判明している。

二条大路　二条二坊五町の調査１で

は、二条大路北側溝や南北方向の溝を検

出している。それ以外に立会調査で、西

靭負小路から野寺小路間の二条大路で

は、湿地状堆積や流れ堆積などが検出さ

れているが、いずれも時期は不明であ

る。また、調査40では平安時代中期から

鎌倉時代かけての遺物を含む流れ堆積

を検出している。調査面積が小規模なた

め、遺構としては捉えがたいが、人工的

に掘削した水路などの遺構は検出され

ておらず、これらは西堀川の氾濫による

堆積層と思われる。また、調査39では、

平安時代後期から鎌倉時代の包含層を

検出している。

西堀川小路　二条二坊十一町の調査

８では、平安時代前期の西堀川小路路

面、西側溝、西堀川を検出している。ま

た、平安時代中期から室町時代の氾濫堆

積を検出している。調査20では平安時

代前期から中期の路面、西側溝、堀川を

検出している。道路埋設管立会調査の調

査41・42では、西堀川小路の堀川を検

出している。
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図７　周辺調査位置図（１：5,000）
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表１　周辺調査一覧表
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３．遺　　構

（１）基本層序

層序は、現地表面から順に近現代盛土、中世以降の耕作土（図９－南壁断面２～４層）、基盤層

（地山）となる。遺構はすべて基盤層上面で検出した。地表面の標高は西が37.75ｍ、東が37.5ｍで

ある。遺構面となる基盤層は、砂礫層・シルト層・粘土層など場所により異なる。基盤層は中央部

が標高37.15ｍ、西端と東端は36.9ｍと中央部がやや高く、西と東に下がる。

（２）遺構の概要

調査では、掘立柱建物や柵に伴う多数の柱穴やピット、土坑、溝、井戸を検出した。遺構は主に

平安時代末期のもので、わずかに鎌倉時代・室町時代・江戸時代以降のものがある。

調査区西部で検出した南北方向の溝８・258は、野寺小路路面推定位置にあたる。溝８は東築地

心推定ラインから西へ約６ｍ、溝258は西へ８ｍの位置で検出しており、平安時代末期に掘削され

た野寺小路東側溝と推測される。建物は３棟分検出し、内２棟は建て替えがある。柱穴には地下式

礎石が据えられているものもある。南北方向の柵１・２は建物の背面に位置する。井戸126は、建

物３の南寄りで検出した。調査区東部では、円形や方形の土坑を検出した。土坑270は壁面の粘土

層を抉った状態であった。いずれも土採り穴と考えられる。以下に主要な遺構について記述する。

（３）遺　構

建物１Ａ（図10、図版３）　調査区中央西寄りで検出した、東西方向の掘立柱建物である。柱間

は不等間隔で、西柱筋は0.75～2.0ｍ、南柱筋は0.7～2.6ｍ、東柱筋は1.0～2.2ｍ、北柱筋は0.8～

3.1ｍである。柱穴の平面形は円形もしくは楕円形を呈し、検出面での規模は、径0.25～0.5ｍ、深

さ0.1～0.55ｍである。柱穴64・19・236・35・43・132・200・204・176は礎石が据えられている。

大きくは南北２間、東西３間と見られるが、修復による柱穴や束柱の柱穴が混在していると考えら

れる。
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表２　遺構概要表
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図８　調査区平面図（１：100）
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図９　調査区南壁・西壁断面図（１：100）
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図10　建物１Ａ・１Ｂ実測図（１：80）



建物１Ｂ（図10、図版３）　調査区中央西寄り、建物１Ａと重複して検出した。東西方向の掘立

柱建物である。柱間は不等間隔で、西柱筋は0.9～1.4ｍ、南柱筋は0.5～2.75ｍ、北柱筋は1.25～

3.1ｍである。柱穴の平面形は円形もしくは楕円形を呈し、検出面での規模は、径0.25～0.45ｍ、深

さは0.1～0.45ｍである。柱穴66・247・237・45・46には礎石が据えられている。建物１Ａの建て

替えと考えられる。

建物２Ａ（図11、図版３）　調査区北端で検出した。東西方向の掘立柱建物と思われる。柱間は

不等間隔で、南柱筋は0.9～2.3ｍ、柱穴の平面形は円形もしくは楕円形を呈し、検出面での規模は、

径0.21～0.52ｍ、深さは0.12～0.22ｍである。柱穴25には礎石が据えられている。

建物２Ｂ（図11、図版３）　調査区北端、建物２Ａと重複して検出した。東西方向の掘立柱建物

と思われる。柱間は不等間隔で、南柱筋は0.9～3.3ｍ、柱穴の平面形は円形を呈し、検出面での規

模は、径0.2～0.39ｍ、深さは0.1～0.2ｍである。柱穴13には礎石が据えられている。

建物３（図12）　調査区南端で検出した。柱間は不等間隔で、西柱筋は1.0～1.8ｍ、東柱筋は0.7

～1.6ｍ、北柱筋は0.8～2.2ｍである。柱穴の平面形は円形を呈し、検出面での規模は、径0.31～

0.4ｍ、深さ0.1～0.3ｍである。柱穴144は礎石が据えられている。

柵１（図13）　調査区東寄りで検出した南北方向の柵列である。柱間は北から2.0ｍ、2.6ｍであ

る。柱穴の平面形は円形を呈し、検出面での規模は、径0.2～0.34ｍ、深さ0.16～0.2ｍである。

柵２（図13）　調査区東寄りで検出した南北方向の柵列である。
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図11　建物２Ａ・２Ｂ実測図（１：80）



－14－

図12　建物３実測図（１：80）

図13　柵１・２実測図（１：80）
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図14　溝８・258、土坑14・15断面図、井戸126・土坑268実測図（１：40）



井戸126（図14）　調査区中央南壁付近で検出した。掘形は東西1.1ｍ、南北0.8ｍ以上、いびつ

な円形を呈する。井戸枠は確認できなかったが、内径は約0.6ｍの円形を呈し、井戸底部に長径0.2

ｍ大の礫が数個、その上に長径0.35ｍ、短径0.2ｍの礫を検出した。井戸を埋める際の儀式に関連

するものと考えられる。出土遺物はごく少量であるが、平安時代末期の土師器が出土している。

溝８（図14）　調査区西部で検出した。南北方向の溝で、検出長は8.8ｍ、幅は0.8～1.0ｍ、検出

面からの深さは0.2～0.35ｍである。底部の標高は北端付近で36.8ｍ、中央で36.66ｍ、南端で36.89

ｍ、底面は凹凸である。埋土から平安時代末期の土器が出土した。推定野寺小路の路面上にあた

り、東築地心からは西へ約６ｍに位置する。

溝258（図14）　調査区西側の拡張区で検出した。南北方向の溝で、検出長は1.6ｍ、幅は0.8～

1.1ｍ、検出面からの深さは約0.2ｍである。底部の標高は最も深い位置で36.65ｍ、底面は凹凸であ

る。推定野寺小路の路面上にあたり、東築地心からは西へ約８ｍに位置する。

土坑14・15（図14）　調査区西部北寄りで検出した。土坑14は南北約2.4ｍ、東西約2.4ｍ、土

坑15は南北約1.2ｍ、東西約4.5ｍ、共に不定形である。検出面からの深さは0.14～0.2ｍである。土

坑としたが、ほぼ同一の土で埋められており、窪みを埋め立てた整地と考えられる。平安時代末期

の土器がまとまって出土した。

土坑268（図14）　調査区南東部の南壁際で検出したため、全体は不明である。検出幅は東西0.5

ｍ、南北0.15ｍ、検出面からの深さは0.5ｍである。径５～20㎝大の礫が詰められた状態で、礫の

隙間には粘質土が堆積する。湿気抜き土坑と考えられる。平安時代末期の土師器が少量出土した。

土坑群　代表的なものが調査区南東部で検出した土坑270で、検出規模は東西0.7ｍ、南北1.2ｍ

の楕円形を呈し、深さは0.39ｍである。土坑の壁面が抉るように掘削されていることから、粘土層

を採取する土採り穴と考えられる。埋土は灰黄褐色細砂層に地山ブロックが混じる。この土坑の周

辺には土坑281・290・286～289などの円形状土坑が連なっており、これらも土採り穴の可能性が

ある。
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４．遺　　物

（１）遺物の概要

遺物は整理コンテナにして17箱出土した。出土遺物には、土器・陶磁器類、瓦類、金属製品、石

製品がある。全体の約９割を土器・陶磁器類が占める。

遺物は、平安時代、鎌倉時代、室町時代、江戸時代の各時代のものがある。

平安時代の遺物は土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・山茶椀・緑釉陶器・灰釉陶器・輸入陶磁

器・瓦、鎌倉時代の遺物は土師器・瓦器・焼締陶器・施釉陶器、室町時代の遺物は土師器、江戸時

代の遺物は施釉陶器・染付などがある。

その他、石製品は砥石・碁石・滑石製鍋、金属製品は銭貨・釘が出土している。

各遺構から遺物は出土したが、小破片のものが多数で、実測できる遺物はわずかである。以下に

主要な遺物について、概説する。

（２）土器類（図15、図版４）

溝258出土土器（１）　土師器皿、須恵器壷、灰釉陶器片出土したが、いずれも小片である。１

は土師器皿である。口径10.9㎝、器高1.3㎝、いわゆる「て」字状口縁である。京都Ⅳ期新段階
１）

に

属する。

溝８出土土器（２～５）　土師器皿、須恵器甕、瓦器椀・皿、緑釉陶器椀、輸入陶磁器の白磁・

青磁片が出土した。２・３は土師器皿、２は口径9.7㎝、器高1.5㎝、３は口径14.8㎝、器高2.8㎝以

上である。４・５は瓦器皿と椀である。４は口径9.2㎝、器高1.5㎝、内面に粗いヘラミガキを施す。

５は口径16.0㎝、器高4.4㎝、体部は緩やかに内湾し、口縁端部は丸くおさめる。内外面ともに密
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表３　遺物概要表
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図15　土器実測図（１：４）



なヘラミガキを施す。楠葉産である。京都Ⅴ期新段階に属する。

土坑14・15出土土器（６～17）　土師器皿、須恵器甕、瓦器椀・鍋・羽釜、緑釉陶器椀、輸入

陶磁器の白磁椀・青磁片などが出土した。６～12は土師器皿である。６～11は口径8.0～8.8㎝、器

高1.1～1.7㎝の小型、12は口径11.8㎝、器高2.1㎝とやや大型の皿である。13は土師器の羽釜であ

る。14～17は瓦器である。14は羽釜で、口径16.8㎝、残存高5.7㎝である。口縁部は内傾し、体部

は膨らむ。15・16は鍋で、蓋の受けが付く。15は口径19.2㎝、残存高7.7㎝、体部は膨らむ。16は

口径28.4㎝とやや大型で、体部はやや膨らむ。15・16ともに内面にハケメ調整を施す。17は三足

釜の脚部である。京都Ⅵ期古段階に属する。

柵１出土土器（18）　土師器皿、輸入陶磁器の白磁片が出土している。18は「て」字状口縁の土

師器皿、口径10.3㎝、器高1.8㎝、底部内面と口縁端部に煤が付着しており、灯明皿として使用し

ている。京都Ⅴ期に属する。

建物１Ａ出土土器（19～21）　出土遺物は小片のものが多いため、３点のみ図化した。19～21は

土師器皿である。19・20は口縁部のみである。21は口径9.3㎝、器高1.7㎝。口縁部から体部外面に

二段ナデを施し、口縁端部は断面三角形状を呈する。京都Ⅴ期に属する。19は柱穴176、20は柱穴

64、21は柱穴136から出土した。

落込216出土土器（22～25）　土師器皿、須恵器甕が出土している。22～25は土師器皿、23・

24は口径7.8㎝・8.1㎝、器高1.2㎝。25は口径13.6㎝、器高1.9㎝の大型である。京都Ⅴ期に属する。

土坑270出土土器（26～32）　土師器皿、須恵器甕、瓦器片、緑釉陶器椀、輸入陶磁器の白磁椀

などが出土している。26～29は土師器皿である。26は口径7.6㎝、器高0.9㎝、コースター型。29

は口縁部から体部外面に二段ナデを施し、口縁端部は断面三角形状を呈する。京都Ⅴ期に属する。

30～32は輸入陶磁器の白磁椀、31は口径15.9㎝、31・32ともに口縁端部が玉縁状に肥厚する。

土坑184出土土器（33～39）　土師器皿、須恵器甕・鉢、瓦器椀、輸入陶磁器の白磁椀・青磁皿、

瓦などが出土している。33～39は土師器皿である。33～35は口径9.9～10.6㎝、器高1.4～1.7㎝で

ある。39は口縁部から体部外面にナデの浅い窪みがある。京都Ⅴ期に属する。

井戸126出土土器（40）　土師器皿、須恵器甕、瓦などが出土したが、いずれも小片である。40

は土師器皿、口径8.2㎝、口縁端部外面に面をもつ。京都Ⅴ期に属する。

土坑268出土土器（41・42）　土師器皿、須恵器鉢が出土した。41は土師器皿、口径9.6㎝、器

高1.8㎝、口縁部外面に面をもち、端部内面は肥厚する。京都Ⅴ期に属する。42は須恵器片口鉢、

口径19.0㎝、口縁端部は面をもつ。

柱穴220出土土器（43～46）　土師器皿、須恵器甕、瓦器鍋、焼締陶器などが出土した。43～45

は土師器皿である。口径7.9～8.3㎝、器高1.2～1.4㎝、口縁部外面に面をもち、口縁端部は断面三

角形を呈する。京都Ⅴ～Ⅵ期に属する。46は蓋の受けが付く瓦器鍋である。口径39.3㎝、体部はや

や膨らむ。

その他出土土器（47・48）　47は山茶椀鉢の底部である。底径12.5㎝、残存高7.1㎝。高台は貼り

付け、底部外面に粘土を継ぎ足す。遺構検出中に出土した。48は輸入陶磁器の青磁皿、口径10.9㎝、
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器高4.6㎝、高台は平底無高台、内

面に櫛描文を施す。重機掘削中に出

土した。

（３）瓦類（図16）

瓦類には、軒丸瓦・軒平瓦・丸

瓦・平瓦があるが、出土量は少量

で、軒瓦は２点のみである。

瓦１は蓮華文軒丸瓦、複弁で、子

葉は盛り上がり輪郭線がある。間弁

はＹ字形。蓮子は圏線が巡る。外区

は珠文が巡る。胎土は密で砂粒を含

み灰白色、焼成は良である。土坑

120から出土した。

瓦２は唐草文軒平瓦、外区に珠文

が密に巡る。胎土は密で浅黄橙色、

焼成は良である。溝８から出土した。

（４）石製品（図17・18）

石製品には砥石・碁石・滑石製鍋がある。

石１は扁平な砥石、筋状の使用痕がある。厚さ1.1㎝。石材は白色

の粘板岩系で「鳴滝砥石」と通称される仕上げ用の砥石である。柱

穴220から出土した。

石２は碁石、長径1.80㎝、短径1.75㎝、厚さ0.9㎝、重さ3.822ｇ。面取りの痕跡が残る。色調は

黒緑色である。石材は、比重が2.61を示すことや割れ口がガラス質で濃緑色を呈するなどの特徴か

ら、碧玉である。遺構検出中に出土した。

註

１）	 	小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第３号　財団法

人京都市埋蔵文化財研究所　1996年
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図16　軒瓦拓影及び実測図（１：４）

図17　石製品実測図（石１は１：４、石２は１：１）

図18　石製品（石２）



５．ま	と	め
今回の調査では、平安時代末期の野寺小路東側溝、掘立柱建物、井戸などを検出した。建物は野

寺小路に面して、少なくとも３棟が建っていたと考えられ、中央及び北側の建物は建て替えが行わ

れていた。また調査区西端で検出した野寺小路東側溝は、推定東築地心より約６ｍ西へ寄ってお

り、平安時代末期には付け替えられたものと考えられる。

平安時代末期の道路に面して建物が建つ町家型の建物群は、これまでの周辺調査からは確認さ

れておらず、今回、このように建物や野寺小路東側溝が西へ寄った位置で見つかったことも含め、

当地が平安時代末期に再開発されたことを物語るものと言えよう。

また、今回の調査では平安京造営時に施工された野寺小路に関する遺構や建物などの遺構が検

出されていない。当地から北東に約200ｍの調査８では、西堀川が平安時代中期には完全に埋没

し、その後、氾濫が４～５回はあったことが判明している。

ところで、野寺小路は二条大路より以南の調査（調査24・25・29・33）では、西堀川埋没後の平

安時代後期以降、代替えの水路として路面に幅約10ｍ、深さ1.8ｍの川（野寺小路川）が掘削され、

やがて、鎌倉時代から室町時代には埋没していることが判明している。検出されている野寺小路川

は、北は調査33から南は調査24までの南北約240ｍ分確認されており、南流する。しかし、二条

大路より北に位置する今回の調査では川跡は検出できなかった。野寺小路川は西堀川埋没後の紙

屋川の排水路の一つと考えられており、その経路として二条大路付近で西流させた可能性を考え

させる成果となった。周辺での今後の調査に期待したい。
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１　調査区西部全景（東から）

２　溝８（北東から）



１　調査区東部全景（北から）

３　井戸126（北から）

２　拡張区　溝258（南から）

４　土坑268（北から）
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１　建物１Ａ 柱穴64（北から）

５　建物２Ａ 柱穴25（南から）

２　建物１Ａ 柱穴204（東から）

６　建物２Ｂ 柱穴13（南から）

３　建物１Ａ 柱穴236（東から） ４　建物１Ｂ 柱穴237（西から）
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